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【本件のポイント】 

 ・弘前大学では 2020 年 7 月から 2021 年 3 月にかけて、弘前市内の公立小中学生の児童

生徒とその保護者を対象に、新型コロナウイルスの感染拡大の影響と子どものメンタ

ルヘルスの状態に関する調査を行っている。 

 ・2020 年 7 月調査に行った保護者調査(11370 人を対象にし、9759 人から回答を得た: 

回答率 85.8%)の結果、全体の 4 分の 1 程度の家庭に子育てのストレスの増加（26%）

や経済状況の悪化(24%)があることが明らかになった。また、回答者の約半数程度

に、勉強の利用を除いたスマホ・タブレットの使用時間の増加、ゲーム時間の増加が

みられた。 

 ・また、子育てストレスの増加や経済状況の悪化があった家庭の子どもは、それらがな

かった家庭と比べてメンタルヘルスの状態が悪く、新型コロナウイルス感染拡大によ

る環境の変化から、悪影響を受けている可能性が示唆された。 

・加えて、子どもの「回復力」や「弾力性」とも言われるレジリエンスが高かったり、

食事を複数人で取るなど子どもと家族が関わる時間が多かったりする家庭では、子ど

ものメンタルヘルスが良好である傾向があり、これらの要因がコロナ禍において心の

健康を保つ上での保護因子となっている可能性が示された。 

 

【本件の概要】 

 弘前大学(医学研究科附属子どものこころの発達研究センター / 医学部心理支援科学科

/ 医学研究科神経精神医学講座 )は、弘前市教育委員会と連携して行っている公立小中学

校の児童生徒を対象にした学校コホート調査(心のサポートアンケート)において、子ども

のメンタルヘルスと新型コロナウイルス感染症拡大との関連について継続的な調査を行っ

ている。 

 当該調査の一環として行われた2020年7月調査(保護者調査)の結果から、新型コロナウ

イルス感染症拡大の影響から、子育てストレスの増加(26%)や経済状況の悪化(24%)がある

と回答した家庭が全体の4分の1程度と少なからず存在することが明らかとなった。また、

弘前市内公立小中学校に通う児童生徒の心の健康に対する 

新型コロナウイルス感染拡大の影響について 
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約半数の家庭でスマホ・タブレット、ゲーム時間の増加があったことが報告された。これ

らの項目と子どものメンタルヘルスとの関連を検討したところ、図1に示した新型コロナ

ウイルス感染症拡大に伴う様々な影響について、「あり」と回答した家庭の子どものメン

タルヘルスが、「なし」と回答した家庭の子どもに比べて有意に悪い状態であるという結

果が得られた。これは、コロナ禍による環境の変化が子どもたちのメンタルヘルスに悪影

響を与えている可能性を示唆するものと考えられる。 

本調査は、休校や短縮授業措置がとられた2020年3月から5月における自粛期間中の子ど

もの様子について尋ねたものであるが、3月から5月の期間は、首都圏や大都市圏と比較し

て弘前市は新型コロナウイルス感染拡大の影響が比較的少なかった時期である。それにも

関わらず、このような影響があったことから、現在の新型コロナウルスによる子どもたち

のメンタルヘルスに与える影響は、より深刻なものとなっている可能性がある。 

 

 一方で、本調査の結果からレジリエンスが高い子どもほど、メンタルヘルスの状態が良

い傾向があることが明らかとなった（図3）。レジリエンスとは、ポジティブ心理学にお

いて近年注目されている概念であり、「困難な状況でもうまく適応する能力」を意味し、

「回復力」や「弾力性」とも訳される。 

また、上記に加えて環境要因として、コロナ禍においても食事を複数人でとっている家

庭の子どもは、メンタルヘルスの問題が少ない傾向にあることが明らかとなった（図4, 

図は朝食のデータであるが、夕食のデータも同様の傾向がみられた）。これは食事を共に

する人数が多い家庭ほど、家族で会話する機会や子どもと家族が関わる時間が多いなど、

家族の凝集性の要因と関連があるものと推察された。コロナ禍においては、子どもの心の

健康を保つうえで、家族の関りがより重要性を増しているものと考えられる。 

 

※ 本件は学校コホート調査(心のサポートアンケート)の保護者フィードバックの内容を

プレス発表に合わせて一部改編したものです。 

(人) 
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【情報解禁日時】 なし 

（「あり」の場合、詳細を記入） 
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【取材に関するお問い合わせ先】 

（ 所 属 ） 弘前大学大学院保健学研究科 / 医学部心理支援科学科 

（役職・氏名） 准教授・足立匡基 

（電話・FAX） 0172-39-5487 / 0172-39-5545 

（ E - m a i l ） adachi07@hirosaki-u.ac.jp  

 


